災害緊急協力事業者登録制度（募集の手引き）
＜１　趣旨＞
災害等発生時における緊急対応に、自発的かつ迅速に協力していただける事業者を募集・登録し、市民の生命財産を守る体制を強化します。
＜２　災害緊急協力の範囲＞

災害緊急協力とは、自然災害等の発生により市民の生命財産に対し危機的状況が起きている場合又は市民生活に著しい障害を与えている場合において緊急的な対応（※注 参照）を行うものを言います。
※注：次のような場合は本制度の対象となりません。
 (1)  車両や人の通行に著しい障害や危険のない道路施設等の修理など
（街路灯の照明交換、カーブミラーの角度調整、道路上のゴミや動物死骸等
  の除去など）
 (2)  平時の環境下における水道漏水
＜３　災害緊急協力事業者の役割＞ 

 (1)  待機・出動協力要請に対し積極的に対応していただきます。
 (2)  市が主催する訓練等に積極的に参加していただきます。 
 (3)  災害等により、緊急対応が必要と思われる箇所を見つけた場合には、直ちに
  市に通報していただきます。

＜４　募集及び登録方法＞
 (1)  登録業種
①  土木一式工事　　　②　建築一式工事　　　③　電気工事
④　管工事　　　　　　⑤　造園工事　　　　　⑥　水道施設工事
 (2)  登録の条件
  自発的かつ迅速に協力する意思をお持ちの事業者の内、次の条件を満たす事
業者を災害緊急協力事業者として登録します。
ア　横須賀市競争入札参加有資格者（工事）のうち市内事業者として、土木一
式、建築一式、電気、管、造園又は水道施設工事のいずれかに登録され、競
争入札参加資格がある業種のみ登録できます。
イ　横須賀市及び横須賀市上下水道局（以下、横須賀市という。）から災害応急
対応要請を受けた後（平日・休日・夜間を問わず）、１時間以内に必要な人
員（登録業種が土木一式工事の場合は５名以上、その他の業種の場合は必要
な人数（概ね３名以上））を参集できること。

ウ　登録業種が土木一式工事の場合は、道路保全作業（崩落土・陥没・倒木処
理、排水施設の清掃修理等）及び除雪作業が実施できること。
　　造園工事の場合は、公園保全作業（崩落土・倒木・剪定処理、排水施設の
清掃修理等）及び除雪作業が実施できること。
エ　応急活動に必要な資機材を常備又は１時間以内に手配可能なこと。   

  ※  登録業種が土木一式工事の場合は、必要な資機材として、ダンプとミニ
ホイールローダー、またはダンプとバックホウが１時間以内に手配可能で
あることが条件となります。
(3)  登録の手順等
ア　令和６年１月４日から31日まで、登録（更新）の受付、各主管部へ前年の実績を確認します。
　　イ　令和６年２月上旬から３月中旬まで、災害緊急協力事業者の登録審査
ウ　令和６年３月下旬までに、登録された災害緊急協力事業者に対して、登録完了通知及びステッカーの送付、災害協力点の確認を行います。
エ　令和６年４月１日以降、市ホームページにて令和６年度災害緊急協力事業者を公開します。
	【登録方法についてのご注意】

前年度登録者が登録（更新）申請を未提出の場合であっても、本市からは

更新希望の有無の確認はいたしません。

期限内に申請がなされない場合は、登録希望がないものとして処理します
　ので、登録希望の場合は必ず募集期間内に申請書をご提出ください。


＜５　災害緊急協力事業者への対応＞
 (1)  支弁費用
要請に基づいて出動した災害緊急協力事業者と業務委託契約を締結し、要した費用を次のとおり支弁します。

　
　支弁費用＝（人件費×調整率＋資機材費）×（１＋経費率（0.5））

　　　　※１ 人件費及び資機材費は県単価表を用います。

※２ 調整率は次表のとおりとなります。

	区　　　分
	調　整　率

	平日昼間
	1.00

	平日夜間
	1.25

	休日昼間
	1.35

	平日深夜及び休日夜間
	1.50

	休日深夜
	1.75


　　（昼間：８時～17時、夜間：17時～22時及び５時～８時、深夜：22時～５時）

 (2)  入札に用いる「災害協力点」の算出方法
　　ア　下表の３種類の点数の合計点を「災害協力点」として、災害緊急協力事業
者ごと、登録業種ごとに算出します。
　　イ　「災害協力点」は、登録業種ごとに、上限を12点とします。
	区  　分
	内　　　　　　容

	① 登録加点
	　登録事業者には、年度中２点を加点します。
　（登録業種ごとに算出）

	② 出動加点
	　登録更新時に前年の１月から12月の出動協力実績に応じて、出動１回ごとに２点を加点します。
　（登録業種ごとに算出）

	③ 特別加点
	　本市と防災協定を締結し、平常時から防災対策等※を２項目以上実施した場合、４点の特別加点をすることがあります。
　（特別加点を行う場合は、登録業種全てに４点を加点）

※平常時から防災対策等

ア）　自主的に本市と合同で防災訓練を企画・実施したこと

イ）　本市との事前の取り決めに沿って、自主的な無償パト
     ロールを実施したこと

ウ）　その他、災害対策に関する備品等の購入など経費を伴
　　う準備等を実施したこと


 (3)  随意契約工事の優先発注

 災害等の発生による応急処置後の本格的な復旧工事を随意契約で発注する場
 合には、当該応急処置活動を行った者に優先して発注します。（ただし、復旧工
 事の範囲が応急処置の影響範囲を超える場合や、当該応急処置活動を実施した
 災害緊急協力事業者が当該工事の資格条件を満たしていない場合は除きます。）
 (4)  「災害協力点」の入札制度への反映
　　ア　「災害協力点」を保持している事業者のみを対象とした入札を実施します。　
　　イ　格付けの発注者評価点の評価項目「災害緊急協力」（特別加点を受けている
事業者へは「防災協力」にも加点）へ加点します。
＜６　その他＞
本手引きは、災害緊急協力事業者として登録を行っていただく際の手順やスケジュールなどをまとめたものであり、実際の運用は、「災害緊急協力事業者登録制度要綱」及び「災害緊急協力事業者登録運営要領」に基づき実施されます。
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